
○ＴＲＡＣＫ　０３／対面座位→立ちバック／職場（空
き会議室）／午前中

お疲れ様。
ふふっ、そんなに驚かなくてもいいじゃない。

うん、お弁当忘れたみたいだから、
届けに来たの。

ふふっ、うっかりさんだね。
あなたでもそういうときあるんだ。

大丈夫、私もちょうど用事があったから、
うん、復職とかの件でちょっとね。

それにしても職場に来るのって久しぶり。
なんだか懐かしいなぁ。

あ、私のことは気にしないで。
一区切りつくまで待ってるね。

……ふふっ、あなたに見惚れちゃってた。

やっぱりかっこいいなって思って。
いつもカッコいいけど、
働いてる時のあなたの姿、すごく素敵。

一緒に働いてた時も、



それで気になっちゃったんだよね。

私、あなたに出会うまで男の人って、
全然興味なかったんだけど、
あなたは見た瞬間、
他の人と違うなって思ったの。

やっぱりあの出会いって、運命だったんだろうね。

もし、あなたに出会わなかったら、
前みたいに適当に仕事して、
家でアニメ見るだけの日々が続いてたのかも。

それくらい、あなたがかっこよく見えたんだ。
今でもスーツ姿を見てると、きゅんってしちゃう。

……でも、きっと他の女の子もそう思うよね。
毎日見てる私が、
かっこいいって思うくらいだもん。

他の女の子が見たら、
見ただけで発情しちゃうかもしれない。

あなたは優しいから、
悪い女から無理やり迫られたら、
きっと断れないよね。

……うぅん、なんでもないよ。



独り言。

ねぇ、そろそろお昼休みでしょ？
少しお話ししたいから、
会議室とか借りられないかな？

うん、ここだとちょっと話しづらくて、
……お願い。

ちょうど会議室が空いてて良かった。
なんだか職場で二人きりだと、
昔のこと思い出しちゃう。

あのね、話というかお願いなんだけど、
……セックスしよ。

うん、あなたの顔見てたら、
したくなっちゃった。

あなただって、
すっきりした方が仕事にも集中できるでしょ？

会議室なら誰も来ないと思うし、
それに職場ではしたことなかったから、
私もしてみたいの。

……他の女が近寄ったらいけないしね。
ねぇ、いいでしょ？



私のこと、慰めてよ。

んぅ、んっ、ちゅっ。

はぁ、
おちんぽ、膨らんできてるよ。
本当はあなたもしたかったんでしょ？

んぅ、んっ、ちゅっ。

うん、おちんぽ、硬くなってきてる。
それに乳首も。
シャツ越しなのに、
形がわかるくらい膨らんでるよ。

ふふっ、エッチなんだね。

大丈夫、誰も来ないよ。
ここの会議室、私がいたときから、
あんまり使わなかったでしょ？

ふふっ、口ではダメって言ってても、
おちんぽはどんどん硬くなるよ。

ほら、触ってるだけなのに、
膨らんできてる。

昨日もしたのに、



こんなすぐに硬くなっちゃうの？

とっても苦しそう。
出してあげるね。

ふふっ、おちんぽ、飛び出してきたよ。
すごく元気だね。

ほら、手で撫でてるだけなのに、
先走りが垂れてきてるよ。

私ならいくら勃起してもいいけど、
他の女の子にしちゃダメだよ？

くんくん、はぁ。

あなたの体、
すっごくエッチなニオイがする。

こんなニオイ撒き散らしてたら、
女の子なら絶対発情しちゃうよ。

んっ、ちゅっ、ちゅっ。

はぁ、おちんぽ、ビンビンになってる。
本当はもう入れたくてたまらないんでしょ？

私もだよ。



うん、あなたのこと責めてたら、
私も濡れてきちゃった。
ふふっ、本能なのかな？

あなたを見てるだけで、
エッチしたくてたまらなくなっちゃう。

あなたは座ってて、向き合ってしようよ。
ふふっ、上に乗っちゃうね。

んっ、あぁん、んっ、はぁ。
おちんぽ、入っちゃった。

この姿勢だと、
奥までズボッて入っちゃうね。

対面座位って言うんでしょ？

うん、つながりあってる感じがして、
嬉しくなっちゃう。

えへへ、繋がったまま向き合うと、
顔がくっついちゃいそう。

ちゅー、したくなっちゃうよ。

んっ、ちゅっ、ちゅう。



はぁ、向き合ってするのもいいかも。
あなたのエッチな顔がよく見える。

えへへ、でも、私の顔を見られるのは、
ちょっと恥ずかしい。

うん、だからもっとぎゅってしちゃうね。

ふふっ、これなら顔が見えないから、
恥ずかしくない。
それに……、

ふぅー。

私の吐息があなたの耳にかかっちゃう。
どう？
こういうのも興奮する？

ふふっ、おちんぽ、ピクンってなったよ。

んっ、じゃあ、
まずは私が動いてみるね。
うん、たまには動いてみたいなって。

あなたは腰を支えてて、
それじゃあ、いくよ。

あっ、んっ、あぁん。



あなたのおちんぽ、
私のおまんこにぴったり。

んっ、抱き合ったまま動くのって、
ちょっと難しいね。
でも、気持ちいい。

密着してるからかな。
すごく愛し合ってる気がする。

はぁ、気持ちいいよ。
奥までぴったりくっついてる感じがする。

あんっ、動き、ちょっとなれてきたかも。
うん、腰をこすりつけるみたいにすると、
んあぁ、動きやすい。

このまま、お耳を舐めちゃおっと。

んぅ、れろれろ、れろれろ。

お耳を舐められると気持ちいいの？
お腹の中で、んっ、
おちんぽも喜んでるみたいだよ。

おちんぽがお腹の中でヌルヌルって、
動いてるのがわかるの。



んぅ、れろれろ、れろれろ。

ふふっ、腰も、あぁん、
だんだんスムーズになってきた。

どう？
動くの慣れてきたでしょ？

こうやって抱き合いながら動くと、
んっ、恋人同士って感じがする。
嬉しくなっちゃうよ。

んぅ、れろれろ、れろれろ。

んふぅ、あなたの腰も動いてる。
おちんぽ、たまらなくなっちゃったの？

ずんずん、って、
下から突き上げてくるみたい。

ふふっ、もっと激しいのがいいのかな？

んぅ、れろれろ、れろれろ。

じゃあ、姿勢変えよっか？

あなたが動きやすいように、



バックでしよう。

えへへ、あなたに気持ちよくなってほしくて、
がんばって責めてみたけど、
私、あんまり得意じゃないみたい。

あなたが動いた方が、
きっと二人とも気持ち良くなれると思うの。

ふふっ、わかってるんだよ。
あなたバックでつくの好きだもんね。
動きやすいんでしょ？

ふふっ、気にしなくていいよ。
確かに痛いのとかつらいのはイヤだけど、
セックスは別なの。

激しい方が気持ちいいんだ。

後ろからすると、
あなたがいっぱい動いてくれるから、
すごく愛されてる気がするの。

だから、遠慮なく入れていいよ。
私のおまんこ、
あなたのおちんぽで愛して欲しいの。

ふふっ、せっかくだし、窓際でしちゃおう。



窓に手をついてっと、
ほら、入れて。

んっ、おちんぽ、入ってくる。
あっ、んぅん、はぁ。

はぁはぁ、入っちゃった。
あぁん、やっぱり、前からするより気持ちいい。
おちんぽの形なのかな？

後ろからしてると、
ちょうど感じるところに当たるの。

うん、遠慮せずに動いていいよ。
私のおまんこ、んっ、もうトロトロだから、
好きに動いて大丈夫。

自分でわかるんだ。
この状態だと、はぁ、何されても感じちゃうの。
だから、激しくしてほしい。

んっ、あぁん、
おちんぽぉ、出たり入ったりしてるぅ。
おまんこ、の中で動いてるのがわかるよ。
んぁ、それにすごく硬くて、
あぁん、おちんぽの形がわかっちゃう。



興奮してくれてるんだ。
嬉しい。
たくさんついて欲しい。
私のこといっぱい愛してぇ。

はぁ、会議室でお尻丸出しにしてる。
変態みたいだね。
んっ、興奮しちゃう。

みんなお仕事してるのに、
んっ、パコパコしちゃってる。

はぁん、腰の動き激しいよ。
んっ、お尻にパンパンって、
腰がぶつかってるの。

はぁ、嬉しい。
あなたに愛されてる感じがする。

んぁ、おちんぽ、
良いところに届いてるよ。

おまんこの感じるところに、
ゴリゴリって当たってるの。

んっ、職場でするのなんて、
初めてだから、んっ、おまんこ喜んでる。



はぁ、おちんぽで、おまんこに、
いっぱいキスされてるみたい。

奥の方でちゅっちゅっって、はぁん、
さきっぽが当たってるよぉ。

こんなの夢中になっちゃう。

はぁん、後ろから突かれるの好きぃ。
セックスしてるって感じがする。

いっぱい突いて。
私のおまんこに夢中になってぇ。

おちんぽ素敵ぃ。
もうおちんぽのことしか考えられないのぉ。

はぁ、おちんぽスキぃ、
あなたのおちんぽ、大好きぃ。
私のおまんこに全部吐き出してぇ。

ねぇ、好きって言ってぇ。
好きって言いながら、
いっぱい突いてほしい。

好きだよぉ、私も大好き。
あなたが一番好きぃ。
あなたがいたら他に何もいらないのぉ。



うん、このまま中に出してぇ。
んっ、あっ、あぁん、
大丈夫だから、遠慮しないでいいよ。

あっ、あっ、んぁ、あっ、んっ。
あなたの愛を中で感じたいの。
だからお願い。
一滴残らず、全部出してぇ。

あっ、あっ、んっ、んぁ、んぅ！

あっ、あっ、あっ、あぁん。
あぁん、好き、好きぃ、大好きぃ！

……あっ、んぁ、出てるぅ。
んっ、お腹の奥に、びゅーって来てる。
んっ、あぁん、すごい勢い。

はぁはぁ、うん、
ちょっと気持ち落ち着いたかも。

あなたに抱かれると、
すごく気分良くなっちゃうの。

うん、お腹に精子が泳いでるみたい。
幸せな気持ちだよ。



うん、もう大丈夫、
一回したら、なんだか落ち着いちゃった。

んっ、ちゅっ。

じゃあ、私はそろそろ行くね。
うん、挨拶だけしたら、すぐに帰るよ。

あなたもお仕事頑張ってね。


